


























































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（The　Shortabsolutely sure　Helen　wouldn’t have　wanted　him　to　be so　alone．
Stories　ofE　Scott∬Fitzgera／d，633，下線は引用者による）
　Charlieが今は娘と一緒になることができなくてもその現実に立ち向かっていこうとす
る意志が感じられる。作品の結末において、Honolilaに活路を見出したことが彼を破滅か
ら救っているといえるだろう。9
　一方で、こちらはTender　ls　the　Nightの結末近く、Dickと子どもたちの別れの場面で
ある。DickもNicoleとの離婚によって子どもたちと別れることになった。
The　day　before　Dick　Diver　left　the　Riviera　he　spent　all　his　time　with　his　children．
He　was　not　oun　an　more　with　a　lot　of　nice　thou　hts　and　dreams　to　have　about
himself，　so．　he　wanted　to　remember　them　welL（311，下線は引用者による）
　2つの引用文の下線部を比較すると、ほとんど同じ文章であることが分かる。Tender　is
the　Nightの子どもとの別れの場面は“Babylon　Revisited”からの転用（stripping）なのだ。
この転用から、二人の父親の関係の深さが推測でき、DickがCharlie　Walesに通じる父親、
つまり子どもと一緒に暮らすことができなくてもそれを乗り越え、人格の破綻を免れる父
親になりえた可能性が感じられる。
　しかしながら作品の結末部分においてDickは“After　that［divorce］he　didn’t　ask　for
the　childrento　be　sent　to　America”（315）と、子どもたちとの再会を断念する。父．親として
の希望も絶たれて作品は終わるのである。何が彼とCharlie　Walesを分けたのだろうか。
なぜDickは父親としても破綻することになったのか、その原因を考えてみたい。
父親Dickを見るNicoleの視線
　“The　factor　that　gave　purposefulness　to　the　period　was　the　children”（257）どあるよう
に、Dickは最後の心の支えになるものが子どもたちになるであろうことは1929年の夏
にRivieraでRosemaryに再会する前から気づいていた。　Nicoleの病状は悪化しており、
彼自身はアルコール中毒に苦しむようになっていたのである。
　そのような状況にあったDickはRosemaryと再会すると彼女を追い求めはしたものの、
Rosemaryだけでなく子どもたちからも活力を求めていた。“At　first　he　thought　nothing．
She　was　young　and　magnetic，　but　so　was　Topsy　He　guessed　that　she　had　had　lovers　and
had　loved　them　in　the　last　four　years．　Well，　you　never　knew　exActly　how　much　space
you　occupied　in　people’s　lives”（207）とあるように、　Dickは自分に活力を与えるものとし
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てRosemaryと娘Topsyを並置している。若い娘を追い求めることは妻子ある男にとつて
分別のあることではないが、中年を過ぎた父親が自分の子どもたちに活力を見出そうとす
ることはなんら非難されるべきことではない。先にみたように、“Babylon　Revisited”では
Charlie　Walesの姿は、読者の共感を誘うものとして描かれている。
　しかしTender　ls　the　Mghtにおいて、中年を過ぎたDickが子どもたちに活力を見出そ
うとする姿は好意的には描かれていない。父親としてのDickは、しばしばNicoleの視点
から軽蔑をこめて描かれているのである。まず、“She　guessed　thqt　something　was
developing　behind　the　silence，　behind　the　hard，　blue　eyes，亀he　almost　unnatural
interest　in　the　children．”（267）と、Nicoleは　Dickが子どもたちに向ける関心を
“unnatural”と考える。彼女にとっては自分の夫が子どもたちに眼を向けるのはもはや好ま
しいことではなくなっているのだ。
　また、彼女は、Dickが子どもに執着するのは子どもたちのためではなく彼自身を護って
もらうためだとも考える。
Nicole　saw　Dick　peer　about　for　the　children　among　the　confused　shapes　and
shadows　of　many　umbrellas，　and　as　his　mind　temporarily　left　her，　ceasing　to　grip
her，　she．looked　at　him　with　detachmenし，　and　decided　that　he　was　seeking　his
chi｝dren，　not　protectively　but　for　protection，（280）
　さらにDickがRosemaryとTopsyを同一視していることに気がついており、そこから
活力を得てアクロバットに挑戦する彼を冷ややかな目で見る。
She　knew，　though，　that　he　was　somewhat　tired，　that　it　was　only　the　clo8eness　of
Rosemary’s　exciting　youth　that　prompted　the　impending　effort－she　had　seen　him
draw　the　same　inspiration　from　the　new　bodies　of　her　children　and　she　wondered
coldly　if　he　would　make　a　spectacle　of　himse　lf．（282－283）
ここでNicoleは子どもたちのことを“her　children”といっており、すでにDickを夫として、
子どもたちの父親として認めていないのが伺える。Rosemaryの若さに刺激を受けている
Dickを軽蔑するのは妻として当然の心理だが、なぜ父親として子供に活力を見出そうとす，
る彼までも否定的に捉えるのだろうか。
　Nicoleはかつて父親との肉体関係で傷つき、精神分裂症を発症した。そして親子ほども
年の離れたDickとRosemaryの近親相姦．を想起させるかのような情事でふたたび苦しめ
られる。そのような経験をしたNicoleが、父であるDickが子どもたちに向ける愛情を近
親相姦的なものと解釈し、健全な愛情と思えなかったのではないだろうか。
　Tender　ls　the　IVightは、　Booklの冒頭はRosemaryの視点から始まり、作品の途中で視
点が数回切り替わる。作品の終盤、Dickが子どもたちに注ぐ愛情は、彼を軽蔑するNic・1e
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の視点から語られることが多い。そのため、作品中でDickの父親としての愛情は健全な
ものとして描かれることが困難になる。父親の愛情を否定的に捉える人物の視点から語っ
ている点は“Babylon　Revisited”や“Swimmers”などの短編と大きく異なっており、Tender
ls　the　Nigh　tに特有の父親の描かれ方といえる。
　NicoleにとってDickは、父娘ほど歳の離れたRose皿aryの肉体を追い求めるだけでは
飽き足らず、幼い娘Topsyに近親相姦願望を抱く父親と映っており、その姿はかつて幼い
自分と肉体関係を持った彼女自身の父親と重なるのである。娘のTopsyについてDickは
“What　do　I　care　whether　Topsy‘adores’m66r　not？1’m　not　bringing　her　up　to　be　my
wife．”（257）と述べているが、このことがかえって彼が近親相姦願望を自覚していたことの
あらわれのようさえも見える。lo少なくとも父親との近親相姦とDickの近親相姦的不倫
関係に苦しんだNicoleが彼の子どもへの愛情をそのように解釈していたことは十分に考
えられる』そしてそのNicoleの視点からの語りがTender　ls　thb　Night・1こおいて父親とし
てのDickを好意的に描くことを許さなかったのだ。
Notes
1）Matthew　J．　Bruccoliは以下のように述べている。
　When　the　Fitzgeralds　quarreled　about　his【Fitzgerald’s】interest　in　Lois，　he　said　that
　he　admired　her　because　she　did　something　with　her　talents　that　required　work　and
　discipline．　Zelda　expressed　her　resentment　by　buming　her　clothes　in　the　bathtab．
　（Some　Sort　of　Eρic　Grande　ur：The　life「o∫E　Scott　Fitzgerald　2nd　ed，256）
2）Matthew　J．　Bruccoliは以下のように述べている。
　Passages　from　the　story　were　later　incorporated　into　Tender　Js　the　Night；the　girl’s
　name，　Jenny　Prince，　was　an　early　name　fbr　Rosemary　Hoyt　in　the　novel　draft．（Some
　Sort　of　Epic　Grande　ur．260）
3）Sheila　Graham・は“Someday　he【Fitzgerald】hopedちo　write　it［The　Final　Version　of
　Tender　ls　the　Night］，　for　it［Tender　」rs　the　Night］　should　have　been　two
　books．”（Beloved　lnfide1♂ThθEduca　tion　of　a　PVbman，191）と述べており、Fitzagerald
　が彼女にTender　ls　the　Mghtの書き直しの意志にっいて語っていたことがわかる。
4）　1～θaゴθr哲　Companion　 to　E　 Scott　Fitzgera／ol衿　Tender　Is　the　Night，　190・195，
　Chronologyの項を参照。
5）Kirk　Curnuttは“Age　Consciousness　and　the　rise　of　American　Youth　Culture”で以下
　のように述べており、Dickの少女に対する近親相姦的関心を指摘している。
　［W］hile　Rosemary　inVigorates　his　adolescent　passions，　Dick’s“father　complex，”his
　quasi’incestuous　attraction　to　young‘girls，　allows　him　to　see　her　only　as　a　child．
　（クThe　Camb「id8e　Companio」ロ‘o・lil　Scott　Fitz8erald，40）
6）Matthew　J．　Bruccoliは“＿those　things　are　rhythmic”にっいて以下のように解説して
　いる。
　Rosemary　is　in　the　fertile　period　of　her　menstrual　cycle　and　means　to　avoid
　pregnancy．（1～θaゴθ－苫Companion　to　E　Scott’Fitzgeraノゴ衿．Tender　ls　the　Night，129）
7）Robert　Roulstonは他の作品の主人公たちと“The　Swimmers”のHenry　Marstonの違い
　を以下のように述べている。
　In“The　Swimmers，”though，　Marston　is　the　innocerit　victim　of　his　unfaithful　wife
　and　her　ruthless　lover．　Throughout　he　is　good，　resourceful，　industrious，　sober，　and
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　　well　mannered．（IVe　w　Essays　on　F．Scott　Fitzgerald’sハfe81ectθd　Stories，158－159）
8）Fitzgeraldは“Babylon　Revisited”について以下のように述べている。
　　“Ybu　see，　I　not　only　announced　the　birth　of　my　young　illusions　in‘This　Side　of
　　Paradise’but　pretty　much　the　death　of　them　in　some　of　my　last　Post　storie81ike
　　｛Babylon　Revisitedノ”（So」me　Sort　of　Epic　Grandeur：The　life　oM　Seott　Fitzgerald　2nd
　　ed．，455）
9）John　Kuehlは“Babylon　Revisited”のCharlie　WalesとDick　Diverや他の作品の主人公
　　たちとの違いを以下のように述べている。
　　［W］hereas　McChesney［in“Two　Wrongs”J　perishes　and　Dick　Diver　vanishes，　Wales
　　recovers，　indicating　that　the　other　two　fictions　are　less　optimistic　than“Babylon
　　Revisited．”Why？Because　Charlie，　who　had　always　worked　hard，　resumes　hi8
　　professional　career　in　Prague　after　leaving　the　sanitarium，　no　doubt　inspired　by
　　Honoria．（E　Scott　Fitzgerald’AStudy　of　the　Short、Fiction，84・85）
10）David　Leverenzは以下のように述べている。
　　If　Dick　worries　that　he　might　become　like　Nicole’s　Father，　he　doesn’t　acknowledge　it。
　　Instead，　he　shies　away　from．making　T（）psy　a　daddy’s　girl，　partly　bey　gibing　more
　　conversatiQnal　time　to　his　son，　and　partly　by　emphasizing　paternal　discipline　rather
　　than　praise．　Pa　ternalism　Incorporated’Fa　bles　ofAmerican　Fathθrhood．1865’1940，
　　189）
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